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クリスマスおめでとうございます 
                               上杉 昌弘 

日本に数あるお祝いの中でも、クリスマスは、もう、すっかり社会に受け入れられてい

るように感じます。 

その要因には、「国際性」と「家庭」があるのではないでしょうか。明治以降、西暦を採用

し、その起源が主イエスの生誕から数えてのことであると知っているので、世界のみんな

と同じ時を生きていることを実感できるのでしょうか。確かに神は、全ての民の父である

と、私達キリスト者は、信じています。 

 また、クリスマスが醸し出す雰囲気には、マリアとヨゼフの聖なる家族の温かさがあり

ます。二人が体験したことは、神からのメッセージとして現代に生きる私達をも導くでし

ょう。 

☆底辺と言ってもよいほどの貧しさの中にある二人からは、物や条件ではなく、お互いを

信じる愛に生かされた幸せが伝わってきます。 

☆子は、二人を選び、神が授けたことを明確に示されます。これを知ることは、他との比

較によるのでない尊厳と価値を自分を含めた一人一人に見出させてくれるでしょう。 

☆大切な子をこの私にゆだねられたことの驚きと喜び。子には、神がお与えになった使命

があり、その使命を生きるために協力することが生涯の指針となること。 

 

はやりや気分に流されやすい国民性であるといわれる中で、私たちは、周りに流される

ことなく、本当のクリスマスを祝いたいものです。 

前号で書かせて頂いたように、クリスマスは、 

キリストの生誕を祝うミサのことですから、 

ミサにあずかってこそ、その神秘に触れるこ 

とができます。誕生を祝うミサの中で、私た 

ちは、この子が遂げることになる「死」を記 

念します。「友のために命を捨てるほど大きな 

愛はない」と語られたキリストの「愛」に触 

れ生かされること。人が生を受ける誕生の喜 

びは、死を滅ぼし、神のいのちに息吹き始めるまことの命へと私たちを招くのです。 

  



     に   

           贈る賢者のことば 
    

マザー・テレサの言葉 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 渡辺和子さんの言葉 

  

神にお仕えするためには、ごくありきたりな仕

事をできるだけ楽しく喜んで実行することで

す。 

 

 
あなたは、この世に望まれて生まれてきた大切

な人 

愛は、家庭から始まります。やがて、そとへと

愛の輪が広がっていくことでしょう。 

時間の使い方は、そのまま、いのちの使い方なの

です。置かれたところで咲いていてください。 

年の瀬はおおきな節目。心静かに「自分の内部」

を見つめる機会 

主は問われる        ③「さらに何を」 

① 「何を望むか」 ○「謙遜を」○「無名を」 

② 「つぎに何を」 ○「親切を」○「よかろう」 

〃あなたは、大切だ〃と誰かに言ってもらえるだけで、生きてゆける。 

人は皆、愛情に飢えている。 

      存在を認められるだけで、人は、もっと強くなれる。 

 

もしも、私たちが謙遜ならば、褒められようと、けなされようと気にしません。もし、

誰かがあなたを非難しても、がっかりすることはありません。反対に誰かがあなたを褒

めてくれたとしても、それで自分が偉くなったように思う必要もありません。 



第３回ブロック会議の報告 

１１月３０日(日)、合同ミサ後、カトリック室蘭教会において行われました。 

報告事項 

地区及びブロック行事 

○第２回苫小牧地区連絡協議会 

・１１月末発行の登別教会報「おとずれ」にて報告済み 

    ○韓国巡礼について 

   ・参加者：札幌９名  東京：１名  室蘭：７名  苫小牧：３名  計２０名 

   ・韓国での歓待、信徒の皆さんが神父様を大切に思っている様子など具体的なお話。 

   ○各教会報告 

・各教会から８月以降の取り組みや行事の報告があった。 

 議事 

① 苫小牧地区信徒大会について 

・時期信徒大会は、室蘭地区が担当となる。 

・日程は、来年１０月ころ 

・場所は、海星高等学校を検討中 

・講師は、司教様の声がある  

・テーマは、５段階の教会のあり方を検討中、 

・次回ブロック会議までにテーマの文言、大会の組織を 

具体化する。 

② 東室蘭教会の建設と室蘭地区の将来について 

・５年前から教会の新築を検討してきた 

・ミサ典礼、建物、人的なこと、財政的なこと、信徒養成など 

・今後も継続的に話し合っていく 

③ 司祭の予定 

上杉神父様：12/16 雪の聖母園 12/26.27 司祭忘年会 1 月に２週間、東北へ 

小林神父様：12/26.27 司祭忘年会  

１月に海星高校生４人とフィリピンインタービレッジへ、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１２月の信徒例会から    ・その他いろいろ 

・おとずれの編集・発行について   ・教会に新しく来た方への接し方、 

・１月行事予定を確認           お渡しする物などの準備が必要 

・クリスマスに向けて各部から        ・病院訪問の計画 

 ・クリスマスパーティのメニュー              などでした 

 



 

 

 
掲示板紹介 

 
11 月 

手作りのリースが素敵ですね。 

紫陽花の花は教会の庭に咲い

ていたものだそうです。 

 

12 月の初旬 

イエス様のご誕生を待ちわび、準

備 す る 期 間 を 知 っ て も ら い た

い・・という気持ちから待降節バ

ージョンが展示されました。 

 

12 月 

クリスマスミサへのお誘いと、喜び

のメッセージが展示されています。

一枚のカードの様です。 

 

 

ショッピングセンターアーニス様にクリスマスミサへのご案内を掲示させて頂きました！ 

 

小塚さんの企画、製作、交渉によ

りクリスマスミサへのお誘いのポ

スターが掲示されました。 

エスカレーターを上って真正面の

一番目を引く場所に掲示されてい

ます。 

ありがとうございました。 

 

 

 

編集後記 

主の御降誕おめでとうございます。 

今月はクリスマス特別号として発行させて

頂きました。 

お忙しい中、巻頭言を寄せてくださいました

上杉神父様、ありがとうございます。 

幼子イエス様を頂いた私達が、ささやかな福

音宣教を通して「良きおとずれ」を伝えてい

くことが出来れば・・と願います。 

             小塚・浦 

 

 


